
令和４年１０月２５日 

９年生救急救命講習 

 

９年生の保健体育の授業で、先日１０月２１日（金）と２４日（月）に宗像地区消防本部の職員の方

をお招きし、救急救命講習を実施しました。コロナ禍により実に３年ぶりの実施です。 

この救急救命講習は、平成１５年度から宗像地区消防本部のご協力により、毎年、宗像区の中学校３

年生（９年生）を対象に実施されており、9年生の子供たちは、止血法や搬送法、心肺蘇生法、ＡＥＤ

の使用法などを実践的に学びます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“愛と勇気が命を救う” 

救急救命講習テキストにある言葉です。 

「とっさに」、「無我夢中で」、「一心で」・・・救助した人の言葉です。ケガをした人を救いた

いという強い気持ちが、“愛”となり、“勇気”となり行動につながるのではないでしょうか。 

もちろん、救助した人・する人には、迷いや怖さ、不安がないわけではないはずです。 

でも、躊躇することなく行動できた・できるのは、迷いや怖さ、不安よりも愛と勇気が上回

るからではないでしょうか。今日の講習が愛と勇気を踏み出す第一歩になりますように！！ 


